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主観・客観 TDB 景気動向調査 

当コラムの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用
を超えた複製および転載を固く禁じます。 

推し活は、「賢い消費」の表れか？！ 

 

物価高騰が続き、家計への負担が増す昨今、消費者の節約志向はますます強まっています。

スーパーでは特売品に目が向けられ、家計簿アプリで支出を厳しく管理する人も少なくあり

ません。特に主食である米の価格高騰は、多くの家庭に直接的な影響を与え、消費者心理に

大きな影を落とし、日々の生活費を切り詰める意識も高まっています。 

 

一方で、消費者は別の顔も見せています。それは、特定の分野や自分が「本当に価値があ

る」と判断したものには、惜しみなくお金を使う「メリハリ消費」、あるいは「選択消費」

と呼ばれる行動です。例えば、食費は削っても、好きなアーティストのライブチケットには

数万円を投じたり、日用品は安価なものを選びながらも、性能の良い最新の家電や高機能な

小物類には投資を惜しまなかったりします。  

 

この一見矛盾する消費行動は、消費者が「賢い」選択をしようとしている心理から生まれ

ているのではないでしょうか。日々の出費は抑えつつも、限られたお金や時間を最大限に活

かしたいという欲求があり、この「価値」は単なる価格の高低では測れません。製品やサー

ビスの体験価値、ブランドのストーリーへの共感、そして何よりも自己肯定感を高めてくれ

るかどうかが、消費者が「財布の紐を緩める」かどうかの決め手となっています。  

 

特に顕著なのが、自身の「好き」を追求する「推し活」の広がりでしょう。エンタメコン

テンツやキャラクターグッズ、特定のブランド品など、個人の熱量がそのまま消費行動に結

びつく現象は、単なる購買を超えた「投資」の意味合いを帯びています。  

また、タイムパフォーマンス（タイパ）を重視し、時間を節約するためにお金を払うサー

ビス（家事代行、ミールキットなど）も人気です。これは、単に楽をしたいというだけでな

く、貴重な時間をより価値ある活動（自己研鑽や趣味など）に充てたいという、現代人の時

間の使い方の変化を示しているのではないでしょうか。 

 

このような変化のなか、企業は単なる価格競争から脱却し、付加価値の創出に注力する必

要があるでしょう。「安ければ売れる」時代は終わり、「高価でも支払う価値がある」と感

じるような、唯一無二の体験や感動、社会貢献性といった要素が求められます。また、特定

の価値観を持つ層に深く響くメッセージや商品設計も必要です。 

 

「節約」と「メリハリ消費」は、決して矛盾するものではなく、賢く、そして豊かに生き

たいと願う現代人の切実な欲求の表れと言えます。この変化を正確に捉え、新たな価値創造

へと繋げられる企業や個人こそが、これからの市場をリードしていくでしょう。  
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